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何
が
本
当
な
の
か
？

　
雇
用
政
策
の
元
締
、
労
働
省
の
職
業

安
定
局
の
話
し
。
来
年
度
の
大
学
卒
業

生
の
採
用
は
三
〇
％
減
、
失
業
保
険
の

受
給
者
は
未
曽
有
の
九
十
万
人
、
で
も

ま
だ
日
本
に
は
雇
用
不
安
は
な
い
の
だ

そ
う
だ
。

　
理
由
は
、
な
る
ほ
ど
大
企
業
の
採
用

は
減
っ
て
い
る
が
、
今
ま
で
大
学
生
が

見
向
き
も
し
な
か
っ
た
中
小
企
業
の
求

人
は
決
し
て
少
な
く
な
い
し
、
高
校
生

に
関
し
て
は
五
十
数
万
人
の
卒
業
者
に

対
し
て
、
百
万
人
も
の
求
人
が
あ
る
と

い
う
。
職
安
の
窓
口
か
ら
み
て
も
、
本

当
に
明
日
か
ら
食
べ
ら
れ
な
い
人
が
果

し
て
何
人
い
る
か
？
　
中
に
は
失
業
保

険
を
も
ら
っ
て
海
外
旅
行
に
出
か
け
る

よ
う
な
例
も
あ
る
と
か
。

　
一
体
何
が
本
当
な
の
か
？
　
ど
う
や

ら
大
企
業
中
心
の
時
代
は
終
っ
た
と
い

う
こ
と
と
、
も
は
や
大
学
卒
は
エ
リ
ー

ト
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　
入
間
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
に
つ
い

て
真
剣
に
問
い
な
お
さ
ね
ば
な
ら
な
い

時
代
な
の
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
T
・
K
）

（
講
灘
饗
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エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
港
町

”
神
戸
”
。
第
二
十
三
回

全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫

大
会
は
『
人
類
の
不
安
に

み
仏
の
光
を
』
と
い
う
ス

ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
十
月

一
・
二
日
の
両
日
、
兵
庫

県
神
戸
市
の
神
戸
市
立
中

央
体
育
館
、
神
戸
市
立
文

化
ホ
ー
ル
を
中
心
に
、
全

日
本
仏
教
会
、
兵
庫
県
仏

教
会
の
主
催
で
ひ
ら
か
れ

た
。
今
回
は
四
部
会
な
ら

び
に
宗
派
代
表
懇
談
会
、

県
仏
代
表
者
会
議
と
に
わ

か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
終
始
熱
心
に
提
出
議
案
に
そ

っ
て
討
議
し
、
実
の
あ
る
大
会
で
あ
っ
た
。

　
　
　
第
隔
日
目
（
十
月
一
日
）

　
開
会
式
典
、
総
会
の
行
な
わ
れ
る
神
戸
市
立

中
央
体
育
館
は
、
受
付
開
始
前
よ
り
多
数
の
参

加
者
が
つ
め
か
け
、
玄
関
脇
の
ポ
ー
ル
に
は
仏

国
、
法
輪
旗
な
ど
が
快
晴
の
秋
空
に
は
た
め
き

大
会
を
盛
り
あ
げ
る
。

　
　
　
式
　
　
典

　
田
村
信
弘
師
（
大
会
総
務
・
兵
庫
県
門
）
の

六
グ
ル
ー
プ
で
討
議

司
会
に
よ
り
、
ま
ず
大
谷
昭
世
師
（
大
会
副
会

長
・
兵
庫
県
仏
）
が
力
強
く
開
会
を
宣
言
。
行

事
鐘
の
音
と
と
も
に
小
池
真
禅
貌
下
（
須
磨
寺

派
管
長
）
導
師
の
も
と
、
三
帰
達
文
を
唱
和
し

お
O
そ
か
に
法
要
を
厳
修
。
岸
信
宏
大
会
総
裁

（
全
仏
会
長
）
の
式
辞
に
つ
づ
い
て
、
神
田
寛

雄
全
中
理
事
長
、
佐
藤
覚
雄
大
会
長
（
兵
庫
県

部
会
報
告
を
す
る
山
本
ス
ギ
女
史

　
　
　
　
　
　
　
仏
会
長
）
が
挨
拶
。
来
賓
各

　
　
　
　
　
　
　
位
の
祝
辞
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

　
　
　
　
　
　
　
祝
電
披
露
が
あ
っ
て
式
を
閉

　
　
　
　
　
　
　
じ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
記
念
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
百
万
遍
法
主
林
霊
法
台
下

　
　
　
　
　
　
　
は
“
救
い
は
絶
望
の
果
て

　
　
　
　
　
　
　
に
”
と
題
し
、
現
代
の
仏
教

　
　
　
　
　
　
　
徒
は
こ
の
時
代
に
い
か
に
対

，
処
す
べ
き
か
、
ま
た
仏
教
徒
の
社
会
的
使
命
は

い
か
に
あ
る
べ
き
か
を
力
強
く
訴
え
、
テ
ー
マ

で
あ
る
『
人
類
の
不
安
に
み
仏
の
光
を
』
に
つ

い
て
、
多
数
参
加
の
仏
教
徒
に
ア
ピ
ー
ル
す
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。

　
　
　
総
　
　
会

　
司
会
は
小
峰
令
丸
全
仏
組
織
部
長
。
白
川
良

純
懸
仏
総
務
局
長
の
開
会
の
辞
、
仮
議
長
（
桜

井
大
乗
全
仏
事
務
総
長
）
に
よ
る
議
長
団
の
選

出
と
す
す
み
、
議
長
団
（
浅
井
堅
教
、
江
西
寛

堂
、
南
谷
恵
澄
、
栗
本
俊
道
、
佐
藤
覚
雄
の
轡

師
）
を
代
表
し
て
浅
井
師
が
挨
拶
し
議
事
に
入

る
。
加
藤
海
晃
懸
仏
組
織
局
長
が
大
会
幹
事
紹

介
、
議
事
運
営
規
則
説
明
、
議
案
上
程
、
日
程

説
明
を
お
こ
な
い
、
桜
井
事
務
総
長
が
全
仏
事

務
報
告
。
清
胤
徹
昭
全
盤
国
際
文
化
局
長
の
閉

会
の
辞
で
総
会
を
終
る
。

　
　
　
部
　
　
会

　
部
会
な
ら
び
に
宗
派
代
表
者
懇
談
会
、
懸
仏

代
表
者
会
議
は
左
記
の
よ
う
な
テ
ー
マ
に
て
、

議
案
（
別
掲
）
に
そ
っ
て
討
議
さ
れ
た
。

　
第
一
部
会
（
実
践
）
現
代
の
不
安
に
仏
教
徒

「
は
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
一
神
戸
市
立
文
化
ホ

ー
ル

　
第
二
部
会
（
檀
信
徒
）
檀
信
徒
の
地
方
組
織

を
つ
く
ろ
う
1
神
戸
市
立
中
央
体
育
館

　
第
三
部
会
（
婦
人
）
母
の
心
を
1
神
戸
市
婦

人
会
館

　
第
四
部
門
（
青
年
）
仏
青
の
全
国
組
織
を
つ

く
ろ
う
－
旧
海
員
会
館
神
戸
文
化
小
ホ
ー
ル

　
県
仏
代
表
者
会
議
一
現
代
の
不
安
に
仏
教
徒

は
如
何
に
対
処
す
べ
き
か
1
神
戸
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

　
宗
派
代
表
者
懇
談
会
－
全
一
仏
教
運
動
の
高

揚
に
つ
い
て
1
兵
庫
大
仏
能
義
寺

　
瀬
戸
内
寂
評
点
が
講
演

　
　
　
第
二
日
目
（
十
月
二
日
）

　
小
雨
の
降
る
中
を
多
数
の
仏
教
徒
が
つ
め
か

け
広
い
神
戸
市
立
文
化
ホ
ー
ル
も
満
席
に
な
る

ほ
ど
の
盛
況
で
あ
っ
た
。
ま
ず
有
原
日
曝
狙
下

（
法
華
宗
本
門
流
）
導
師
の
も
と
法
要
厳
修
。

　
　
　
記
念
講
演

　
「
愛
す
る
こ
と
と
祈
る
こ
と
」
と
題
し
、
瀬

戸
内
寂
尊
上
が
講
演
。
O
自
分
の
出
家
へ
の
動

機
、
得
度
式
の
模
様
を
織
り
こ
み
、
人
間
の
心

の
内
に
住
む
“
あ
こ
が
れ
の
心
”
（
願
生
心
）

に
つ
い
て
、
ま
た
人
間
は
ど
こ
へ
行
く
の
か
と

い
う
疑
問
を
人
々
に
投
げ
か
け
な
が
ら
、
御
自

身
の
求
道
を
語
り
か
け
た
。
女
性
ら
し
い
細
や

か
な
語
り
口
に
、
聴
衆
は
お
の
が
心
を
み
つ
め

な
が
ら
、
そ
し
て
秋
の
日
に
も
似
た
さ
わ
や
か

な
気
持
で
静
か
に
聞
き
い
っ
て
い
た
。

　
　
　
総
　
　
会

　
開
会
の
辞
・
清
胤
局
長
、
議
長
挨
拶
・
栗
本

師
の
あ
と
、
議
事
に
は
い
り
、
ま
ず
各
部
会
の

報
告
が
板
橋
宥
成
師
（
第
一
部
会
）
、
田
路
正

之
氏
（
第
二
部
会
）
、
山
本
杉
氏
（
第
三
部

会
）
、
増
田
貞
円
師
（
第
四
部
会
）
、
小
池
田
禅
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師
（
宗
派
代
表
）
、
郡
司
博
道
師
（
県
仏
代

表
）
よ
り
な
さ
れ
、
報
告
ど
う
り
決
定
し
た
。

宗
家
森
本
博
子
女
史
の
印
度
舞
踊
「
法
の
舞
」

で
休
息
し
た
あ
と
、
宣
言
決
議
文
（
別
掲
）
の

発
表
が
宣
言
決
議
文
起
草
委
員
会
・
真
渓
義
貫

委
員
長
よ
り
あ
り
承
認
さ
れ
た
。
新
間
信
雄
師

（
大
会
幹
事
長
）
の
閉
会
の
辞
の
あ
と
た
だ
ち

に
閉
会
式
に
移
っ
た
。

　
　
　
閉
会
式

　
佐
藤
大
会
々
長
、
神
田
全
通
理
事
長
の
挨
拶

に
つ
づ
き
、
桜
井
事
務
総
長
よ
り
次
期
開
催
地

の
発
表
が
あ
り
、
次
期
第
二
十
四
回
大
会
開
催

地
三
重
県
の
高
島
広
勝
師
（
三
重
県
仏
常
務
理

事
）
へ
大
会
旗
が
伝
達
さ
れ
た
。
そ
の
あ
と
次

期
開
催
地
を
代
表
し
て
高
田
派
宗
務
総
長
・
服

部
恭
寿
廊
下
（
三
重
県
仏
会
長
代
理
）
の
挨
拶

大
会
参
加
者
代
表
の
熊
野
竜
夫
師
（
千
葉
県

仏
）
の
挨
拶
に
つ
づ
き
、
中
山
寺
派
管
長
・
石

堂
恵
事
相
下
の
発
声
で
万
歳
三
唱
、
鱒
渕
正
浩

全
仏
事
務
次
長
の
閉
会
の
辞
を
も
っ
て
、
第
二

十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫
大
会
の
す
べ

て
の
行
事
を
終
了
し
た
。

W
F
B
大
会
の
日

本
開
催
を
採
択

“
一

覧U
　
■

部
会
長
　
　
　
　
板
橋
宥
成

副
部
会
長
　
　
　
塩
入
亮
達

問
題
提
起
者
　
　
真
渓
義
貫

議
事
運
営
委
員
新
間
信
雄

繭
号
議
案
「
現
代
の
不
安
に
仏
教
徒
は
い
か
に

対
処
す
べ
き
か
」

　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
真
渓
義
貫

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
お
い
て
さ
ら
に
検
討
を
重

ね
、
そ
の
結
果
は
従
来
通
り
機
関
紙
、
紀
要
等

に
お
い
て
報
告
す
る
こ
と
を
了
解
、
採
択
と
な

っ
た
。

二
号
議
案
「
合
掌
生
活
」
の
推
進
‘

　
提
案
団
体
　
　
大
阪
府
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
三
村
栄
徹

「
拝
み
合
う
心
で
こ
の
世
に
か
が
や
き
を
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
す
る
実
践
報
告
等
が
あ
り
、
今

後
実
践
面
の
検
討
を
重
ね
て
行
く
こ
と
に
て
承

認
、
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

三
号
議
案
「
核
兵
器
完
全
禁
止
国
際
協
定
の
締

　
部
会
長
　
　
　
　
田
路
正
之

　
副
部
会
長
　
　
　
池
上
霊
心

　
助
言
者
’
　
　
摩
尼
清
之

　
議
事
運
営
委
員
村
主
恵
快

口
号
議
案
「
地
域
仏
教
会
の
活
動
に
積
極
的
に

協
力
し
、
更
に
全
一
仏
教
運
動
を
よ
り
一
層
促

進
す
る
た
め
、
各
市
町
村
に
檀
信
徒
会
を
結
成

し
、
各
日
信
徒
会
の
連
絡
提
携
を
は
か
り
全
国

的
組
織
を
作
ろ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
新
潟
県
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
池
田
忠
蔵

各
宗
派
に
よ
る
仏
教
活
動
の
み
で
は
複
雑
多
岐

な
地
域
社
会
の
悪
の
浄
化
は
な
か
な
か
困
難
で

あ
る
。
こ
の
各
宗
派
の
仏
教
活
動
に
呼
応
し
て

結
を
国
連
に
要
請
す
る
宗
教
者
の
ア
ピ
ー
ル
支

持
の
件
」

　
提
案
団
体
　
　
近
代
仏
教
研
究
会

　
提
案
説
明
者
　
小
室
罵
言

本
大
会
に
お
い
て
核
反
応
そ
の
他
毒
素
、
生
物

兵
器
等
の
禁
止
を
強
く
訴
え
る
決
議
を
行
う
こ

と
を
可
決
し
、
本
案
の
取
扱
う
こ
と
を
了
承
し

た
。四
号
議
案
「
世
界
仏
教
徒
会
議
（
W
F
B
）
を

月
本
で
開
こ
う
」

　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
会

　
提
案
説
明
者
　
清
胤
徹
昭

一
九
七
八
年
以
降
日
本
に
お
い
て
W
F
B
会
議

を
開
催
す
べ
く
全
仏
当
局
は
万
全
の
準
備
を
し

で
こ
れ
に
当
る
こ
と
を
要
望
七
て
本
案
を
採
択

し
た
。

地
域
的
に
各
宗
派
を
超
え
た
檀
信
徒
会
を
結
成

し
、
こ
れ
を
横
と
し
て
織
り
な
す
仏
教
活
動
に

よ
っ
て
初
め
て
、
第
二
十
三
回
大
会
の
「
ス
ロ

ー
ガ
ン
」
で
あ
る
「
人
類
の
不
安
に
み
仏
の
光

を
」
の
実
践
が
で
き
る
と
確
信
し
提
案
通
り
万

場
一
致
を
も
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
れ
が
推
進
に
つ
い
て
次
の
三
点
を

要
望
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

一
、
全
日
本
仏
教
会
は
檀
信
徒
会
の
結
成
に
責

任
部
門
を
設
置
し
、
各
府
県
仏
教
会
も
こ
れ
に

呼
応
し
て
そ
れ
ぞ
れ
結
成
推
進
の
窓
口
を
設
け

ら
れ
た
い
。

二
、
全
日
本
仏
教
会
は
檀
信
徒
会
の
横
の
連
絡

を
は
か
り
結
成
さ
れ
て
い
る
檀
信
徒
会
を
も
っ

て
全
国
組
織
を
つ
く
る
よ
う
指
導
さ
れ
た
い
。

三
、
檀
信
徒
会
結
成
作
く
り
に
必
要
な
人
材
の

育
成
の
た
め
研
修
会
等
適
切
な
措
置
を
こ
う
ぜ

ら
れ
た
い
。

部
会
長

副
部
会
長

助
言
者

議
事
運
営
委
員

猛響　
0

山
本
杉

五
百
井
千
代
子

山
口
貴
美
子

若
林
隆
光

船
口
暉
子

口
書
議
案
「
母
の
心
を
」

　
提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟

　
提
案
説
明
者
山
本
杉

国
際
婦
人
年
に
あ
た
り
、
仏
教
精
神
の
根
底
と

も
い
え
る
慈
悲
の
心
、
母
の
子
に
対
す
る
愛
情

か
ら
み
た
”
母
の
心
を
”
と
い
う
こ
と
で
提
案

さ
れ
た
。
部
会
を
有
意
義
に
す
る
た
め
、
会
議

前
日
に
山
田
無
文
老
師
の
6
法
話
、
同
日
は
加

藤
辮
三
郎
先
生
の
お
話
し
を
伺
う
。
そ
の
結
果

も
っ
と
も
っ
と
仏
教
婦
人
と
し
て
母
性
と
い
う

も
の
に
つ
い
て
自
覚
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い

自
然
を
基
盤
と
し
て
精
神
的
に
大
き
く
な
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
人
類
の
不
安
を
脱
し
な
く
て
は

い
け
な
い
。
そ
こ
に
は
仏
教
精
神
が
社
会
の
あ

ら
ゆ
る
分
野
に
入
り
こ
み
、
仏
教
の
慈
愛
の
心

が
広
ま
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
か
な
く
て
は
い

け
な
い
と
の
結
論
に
達
し
た
。

議助副部
事言部会
醤者糞長

島

瓢
増
田
翌
翌
」

摩
尼
和
夫

佐
伯
真
光
．

井
上
日
宏

一
号
議
案
「
仏
青
の
全
国
組
織
を
つ
く
ろ
う
」

3｝
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提
案
団
体
　
　
全
日
本
仏
教
青
年
会

　
提
案
説
明
者
　
竹
田
英
宣

過
去
の
仏
青
の
歴
史
を
み
た
と
き
、
多
く
の
先

輩
諸
師
が
本
当
の
意
味
の
全
国
組
織
を
つ
く
ろ

う
と
い
う
努
力
を
重
ね
な
が
ら
、
今
日
に
至
る

ま
で
な
し
と
げ
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
は
ど

こ
に
あ
る
か
、
宗
我
な
ど
の
問
題
を
の
り
こ
え

て
、
お
互
い
に
手
を
と
り
あ
い
、
受
壷
の
理
論

方
法
、
人
材
、
資
金
な
ど
研
究
課
題
を
ふ
ま
え

つ
つ
全
国
組
織
を
つ
く
ろ
う
。
と
い
う
こ
と
で

ま
ず
一
県
一
仏
青
を
目
標
に
し
て
、
各
都
道
府

県
仏
教
会
を
窓
口
と
し
て
、
一
県
一
仏
青
の
組

織
化
を
促
進
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
万
場
一
致

で
採
択
さ
れ
た
。
な
お
青
年
部
門
だ
け
の
議
案

難
戦

、
欝

鰹灘
鯉

通
塗灘

小
池
師
を
議
長
に
宗
派
代
表
者
懇
談
会

で
採
択
は
し
て
な
い
が
、
宗
教
法
人
へ
の
寄
付

非
課
税
運
動
を
展
開
し
よ
う
、
黒
い
法
要
を
追

放
し
よ
う
と
い
う
二
点
も
話
し
合
っ
た
。

懸
魍
…
畿
誤
報

　
座
長
　
　
　
　
小
池
真
旦

　
幹
事
　
　
　
　
麻
布
照
海

　
懇
談
会
で
あ
り
、
各
自
が
お
も
う
よ
う
に
話

し
合
い
、
将
来
の
仏
教
運
動
の
参
考
に
な
れ
ば

と
い
う
こ
と
で
、
戦
後
の
頽
廃
し
て
い
る
人
間

道
徳
を
い
か
に
し
て
た
ち
な
お
ら
せ
る
か
、
青

少
年
の
教
育
問
題
、
仏
教
映
画
の
作
製
、
各
宗

親
和
の
会
合
を
も
つ
よ
う
に
、
な
ど
の
む
意
見

が
あ
っ
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）

金
子
日
威

神
田
寛
雄

小
池
真
禅

石
堂
恵
俊

有
原
日
耕

永
井
日
揮

壬
生
台
舜

本
霊
禅
山

萩
元
明
信

古
屋
道
雄

服
部
恭
寿

水
谷
修
夫

大
友
譲

岡
田
昌
道

長
谷
川
霊
信

四
宮
正
音

山
崎
義
天

木
辺
富
慈

日
蓮
宗
管
長

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
務
総
長

真
言
宗
須
磨
寺
派
管
長

真
言
宗
中
山
寺
派
管
長

法
華
宗
本
門
流

本
門
法
華
宗
管
長

聖
観
音
宗
々
務
総
長

融
通
念
仏
宗
管
長

　
　
〃
　
　
宗
務
総
長

浄
土
宗
々
務
総
長
代
理

真
宗
高
田
派
宗
務
総
長

真
言
宗
善
通
寺
派
管
長
代
理

真
宗
大
谷
派
参
務

真
言
宗
智
山
派
教
学
部
長

念
法
真
教
々
務
総
長

孝
道
教
団

時
宗
々
務
総
長

真
宗
木
辺
派
管
長

西
口
公
教

南
谷
恵
澄

健
代
和
応

渋
谷
有
教

勝
部
公
正

田
辺
哲
崖

風
聞
円
静

野
間
秀
泉

青
木
法
鷹

江
西
寛
堂

神
原
玄
祐

真
言
宗
国
分
寺
派
益
長

和
宗
執
事
長

和
宗
真
宗
仏
光
寺
派
門
主

　
　
〃
　
　
総
務

曹
洞
宗
々
務
総
長

日
蓮
宗
教
務
部
長

妙
見
宗
管
長

　
〃
　
宗
務
総
長

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
総
長

天
台
宗
々
務
総
長

糞　‘聖

く　寮
　　　　　沸・‘

座
長
副
座
長

栗
本
俊
道

大
谷
昭
世

熱心に意見をかわす県単代表者会議

司
会
　
　
　
　
郡
司
博
道

　
上
程
議
案
は
特
別
に
な
い
の
で
、
ま
ず
各
都

道
府
県
仏
の
現
況
報
告
、
特
に
事
業
報
告
を
中

心
に
話
し
合
わ
れ
た
。

　
こ
れ
ら
を
大
別
す
る
と
地
区
檀
信
徒
大
会
、

各
種
教
化
運
動
、
各
種
募
金
運
動
、
福
祉
事
業

地
域
社
会
の
奉
仕
活
動
、
仏
教
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

慰
霊
法
要
、
各
種
研
修
会
な
ど
多
様
な
事
業
を

全
一
仏
教
の
う
え
に
た
っ
て
お
こ
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
ら
は
一
宗
派
で
実
行
す
べ
き
も
の
で

な
く
、
全
日
本
仏
教
会
の
推
進
、
中
核
母
体
と

し
て
の
県
仏
の
位
置
づ
け
が
は
っ
き
り
し
て
い

る
。　
ま
た
多
数
の
県
仏
代
表
者
よ
り
、
こ
の
よ
う

な
意
義
あ
る
会
議
を
単
な
る
県
仏
自
体
の
組
織

教
化
だ
け
で
終
る
こ
と
な
く
、
時
局
問
題
な
ど

に
い
か
に
対
処
す
べ
き
か
と
い
う
よ
う
な
も
の

を
や
る
べ
き
で
あ
る
と
提
言
が
あ
り
、
代
表
者

会
議
と
し
て
は
、
大
会
と
し
て
年
に
一
度
開
く

だ
け
で
な
く
、
年
に
一
～
二
回
正
式
な
会
議
を

開
催
し
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が
だ
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
大
阪
府
仏
よ
り
、
黒
い
法
要
の
追
放

に
関
す
る
提
言
が
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
討
議
し
た

と
こ
ろ
、
参
加
代
表
者
一
同
は
そ
の
趣
旨
に
賛

成
で
あ
る
と
い
う
申
し
合
せ
を
し
た
。
　
（
こ
の

黒
い
法
要
追
放
の
件
に
関
し
て
、
一
部
新
聞
で

全
仏
の
統
一
見
解
と
し
て
決
定
し
た
と
の
報
道

が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
上
程
さ
れ
た
議
案

で
な
く
、
会
議
の
中
で
の
申
し
合
せ
で
あ
っ
て

大
会
決
議
、
懸
仏
決
議
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
）

　
出
席
都
道
府
県
仏
一
山
形
、
栃
木
、
埼
玉
、

群
馬
、
東
京
、
神
奈
川
、
千
葉
、
新
潟
、
静
岡

長
野
、
岐
阜
、
三
重
、
和
歌
山
、
滋
賀
、
京
都

大
阪
、
岡
山
、
徳
島
、
香
川
、
兵
庫
。

剛4
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人
類
共
同
体
の
世
界
建
設
へ

決

議

全　　　　仏
第3種郵便物認可

一
、
わ
れ
わ
れ
は
、
一
切
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
超

克
し
、
自
利
利
他
、
相
依
相
助
の
仏
教
精
神

に
も
と
づ
き
、
人
類
共
同
体
の
世
界
建
設
を

指
向
す
る
。

二
、
わ
れ
わ
れ
は
、
福
祉
優
先
を
強
く
主
張
し

　
弱
者
も
平
等
に
生
存
し
う
る
社
会
建
設
に
努

　
め
る
。

三
、
わ
れ
わ
れ
は
、
男
女
対
立
の
差
別
的
人
間

　
観
を
排
し
、
一
切
平
等
の
仏
教
精
神
に
も
と

　
づ
き
、
今
日
の
危
機
打
開
に
適
進
ず
る
。

四
、
わ
れ
わ
れ
は
、
核
兵
器
の
廃
絶
と
、
毒
素

　
生
物
兵
器
の
開
発
禁
止
を
強
く
要
求
し
、
一

　
切
の
暴
刀
を
排
除
し
て
戦
争
な
き
世
界
の
実

　
現
を
期
す
。

五
、
わ
れ
わ
れ
は
、
「
か
け
が
え
の
な
い
地

　
球
」
を
積
極
的
に
破
壊
か
ら
守
る
こ
と
に
努 　

　
　
め
る
。

　
　
六
、
人
口
の
爆
発
的
増
加
が
、
人
類
の
危
機
を

　
　
　
招
く
要
因
で
あ
る
限
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
堕

　
　
　
胎
、
人
工
中
絶
を
除
き
、
禁
欲
を
含
む
慎
重

　
　
　
な
方
法
で
実
施
さ
れ
る
人
口
抑
止
を
支
持
す

　
　
　
る
。

　
　
七
、
信
教
の
自
由
、
政
教
の
分
離
が
厳
正
に
守

　
　
　
ら
れ
る
こ
と
を
強
く
要
求
す
る
。

　
　
　
右
決
議
す
る
。

　
　
　
昭
和
五
十
年
十
月
二
日

　
　
　
第
二
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫
大
会

　
　
　
　
　
　
由
旦
　
　
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
心
算
を
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
た
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
例
の
名
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
に
次
か
ら

佐
藤
覚
雄
　
次
へ
と
追
加

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
入
れ
で
六

　
　
部
会
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
勢
い

　
　
会
場
の
分
散
を
招
き
、
不
便
で
連
絡
も
悪
く
統

　
　
制
も
困
難
、
し
か
も
役
所
の
施
設
で
時
間
の
制

　
　
限
が
厳
し
い
。
不
如
意
な
上
に
参
加
者
に
行
届
．

　
　
　
か
ぬ
点
が
多
々
で
て
き
た
の
も
止
む
を
得
な

　
人
問
が
蓄
積
し
て
き
た
自
然
科
学
、
社
会
科

学
の
知
識
に
よ
っ
て
打
ち
建
て
た
文
化
、
文
明

は
、
今
や
、
人
類
の
滅
亡
を
誘
発
す
る
臨
界
点

に
ま
で
達
し
つ
つ
あ
る
。
核
均
衡
に
支
え
ら
れ

た
平
和
の
中
で
、
破
局
の
可
能
性
は
依
然
と
し

兵
庫
大
会
の
反
省

兵
庫
県
仏
教
会
会
長

　
お
よ
そ
大
会
が
会
場
の
制
約
を
受
け
る
こ
と

は
申
す
ま
で
も
な
い
。
ち
ょ
う
ど
一
年
前
に
予

約
に
行
っ
た
の
に
文
化
ホ
ー
ル
が
全
面
的
に
借

の
ら
れ
な
か
っ
た
。
先
約
が
あ
っ
て
は
余
儀
な

い
。
当
初
に
私
達
は
部
会
を
三
つ
く
ら
い
に
絞

て
存
在
す
る
し
、
更
に
生
物
兵
器
、
化
学
兵
器

の
開
発
も
重
大
な
脅
威
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境

破
壊
や
人
口
爆
発
等
の
生
態
学
的
終
末
現
象
も

一
層
深
刻
の
度
を
増
し
て
い
る
。
し
か
も
、
こ

れ
ら
人
類
破
局
へ
の
諸
現
象
を
防
止
す
る
諸
々

の
提
言
も
具
体
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
全
く
の

「
青
写
真
」
の
域
を
脱
し
て
い
な
い
。
わ
れ
わ

れ
仏
教
徒
は
、
三
回
の
大
会
、
二
回
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
て
現
状
を
分
析
し
、
人
類
社

会
の
来
る
べ
き
危
機
に
対
処
す
る
た
め
真
剣
な

討
議
を
重
ね
て
き
た
。
人
類
の
進
化
は
競
争
の

原
理
と
し
て
の
「
適
者
生
存
」
に
貫
か
れ
て
き

た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
が
、
人
間
は
ま
た
「
自

然
」
へ
の
適
応
か
ら
「
文
化
」
へ
の
適
応
へ
と

移
行
し
、
適
者
生
存
と
い
う
自
然
界
の
法
則
か

ら
解
放
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
優
勝
劣
敗
の
思
想
は
生
産

機
構
、
個
人
、
民
族
、
国
家
間
の
競
争
の
原
理

と
し
て
依
然
強
力
に
貫
か
れ
て
い
る
し
正
当
化

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
せ
ぎ
る
を
得
な
い
。

そ
し
て
、
か
か
る
価
値
観
こ
そ
人
類
の
危
機
を

招
い
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
認
識
す
る
も
の
で

い
。
私
共
は
参
加
者
を
初
め
か
ら
七
千
人
と
予

想
を
立
て
て
い
た
。
一
日
四
千
五
百
人
、
二
日

二
千
五
百
人
の
来
場
を
得
た
の
で
目
標
に
狂
い

は
な
か
っ
た
。
た
だ
七
千
人
を
二
日
に
分
散
す

る
よ
う
に
工
夫
し
た
の
で
、
第
一
日
の
盛
り
上

り
が
勢
い
を
そ
が
れ
た
嫌
い
も
あ
っ
た
よ
う
で

あ
る
。

　
第
一
会
場
の
体
育
館
の
開
会
式
で
心
な
き
人

の
長
広
舌
で
貴
重
な
時
間
を
空
費
さ
れ
た
の
は

遺
憾
で
あ
り
、
講
演
の
時
間
が
遅
れ
、
部
会
開

会
の
時
間
ま
で
も
影
響
さ
れ
る
仕
儀
、
そ
の
上

あ
る
。
ま
た
従
来
の
進
歩
と
成
長
を
支
え
て
き

た
背
景
は
、
自
然
を
無
限
と
考
え
た
こ
と
に
あ

る
が
、
地
球
は
決
し
て
無
限
で
は
な
く
、
空
間

も
定
員
も
資
源
も
す
べ
て
限
ら
れ
た
閉
鎖
世
界

の
中
に
あ
る
こ
と
を
認
識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
有
限
の
世
界

の
生
態
シ
ス
テ
ム
の
中
で
し
か
自
ら
の
場
を
持

つ
こ
と
は
出
来
な
い
と
知
る
と
き
、
人
類
の
危

機
を
救
う
も
の
は
一
切
の
エ
ゴ
イ
ズ
ム
を
超
克

し
て
共
に
生
き
る
と
い
う
以
外
に
道
は
な
い
。

仏
教
は
、
今
日
の
人
類
の
危
機
を
共
業
（
ぐ
う

ご
う
）
と
観
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
詩
業
を

克
服
す
る
た
め
に
は
、
個
々
に
「
さ
と
り
」
を

開
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
は

自
利
利
他
、
相
星
相
助
の
仏
教
精
神
に
基
き
、

共
存
と
自
制
と
連
帯
の
価
値
観
を
基
本
と
す
る

未
来
社
会
の
確
立
に
、
わ
れ
わ
れ
仏
教
徒
は
、

そ
の
持
つ
す
べ
て
の
機
能
を
総
動
員
し
て
立
向

う
こ
と
を
こ
こ
に
固
く
誓
う
も
の
で
あ
る
。

　
右
宣
言
す
る
。

　
昭
和
五
十
年
十
月
二
日

　
第
二
十
三
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
兵
庫
大
会

体
育
館
は
相
当
の
設
備
費
を
投
じ
た
が
、
音
響

の
効
果
悪
く
、
林
法
主
の
名
講
演
も
聞
き
と
り

に
く
く
、
残
念
か
つ
講
師
に
気
の
毒
で
も
あ
っ

た
。
第
二
日
の
瀬
戸
内
寂
聴
尼
の
講
演
も
昧
い

深
く
大
衆
の
心
を
と
ら
え
て
い
た
し
、
法
の
舞

も
本
大
会
に
極
め
て
ふ
さ
わ
し
い
清
興
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。

　
最
後
の
部
会
報
告
も
簡
明
に
終
り
各
部
会
の

経
過
を
知
り
得
た
が
、
県
仏
代
表
者
会
議
の
問

題
、
例
の
黒
い
法
要
に
つ
い
て
、
部
会
長
で
あ

っ
た
栗
本
師
が
特
に
議
長
席
か
ら
そ
の
真
相
に

一
5
｝
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つ
い
て
、
明
確
な
時
宜
を
得
た
表
明
を
し
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
後
二
日
ほ
ど
各
新
聞
社
の
間

合
せ
の
電
話
に
悩
ま
さ
れ
た
。

　
会
議
の
本
筋
よ
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
問

題
に
と
び
つ
く
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
本
領
と
で

も
い
う
べ
き
か
。

　
と
か
く
仏
天
の
冥
護
と
県
内
顧
問
大
穂
を
は

じ
め
全
会
員
の
物
心
両
面
の
協
力
を
頂
い
て
、

無
空
士
の
な
か
盛
大
に
大
会
を
終
ら
せ
て
頂
き

た
だ
感
謝
い
た
し
て
お
る
次
第
で
す
。

　
最
後
に
一
言
申
し
た
い
こ
と
は
、
仏
青
の
部

会
な
ら
び
に
婦
人
部
会
に
つ
い
て
全
機
当
局
は

一
部
会
の
構
成
に
何
の
接
触
も
な
か
っ
た
よ
う

で
す
が
、
少
な
く
と
も
拡
大
充
実
を
誓
え
る
な

ら
こ
れ
を
グ
ル
ー
プ
の
独
走
に
任
せ
ず
、
三
十

次
期
開
催
地
三
重
県
仏
の
高
島
同
県
仏
常
務

理
事
へ
大
会
旗
の
伝
達

県
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
開
放
さ
れ
た
部
会
に

せ
ね
ば
担
当
地
の
青
年
や
婦
人
会
員
は
そ
れ
ぞ

れ
に
役
配
に
就
い
て
参
加
で
き
な
い
こ
と
は
勿

論
、
他
県
仏
か
ら
の
参
加
な
り
協
議
も
で
き
ま

す
ま
い
。
部
会
に
す
る
な
ら
今
一
歩
リ
ー
ド
し

会
員
の
勧
奨
等
に
当
局
自
ら
手
を
打
ち
、
ぜ
ひ

助
成
に
努
め
ら
れ
る
こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

大
会
を
か
え
り
み
て

全
日
本
仏
教
会
組
織
局
長

　
　
　
加
　
藤
　
海
退

　
大
会
に
集
結
し
た
人
々
は
何
を
望
ん
で
参
加

し
た
か
、
仏
教
徒
、
宗
教
人
さ
ら
に
社
会
は
何

を
期
待
し
て
い
る
か
、
二
十
三
回
の
大
会
を
重

ね
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
は
何
か
、
本
大
会

の
意
義
は
仏
教
徒
に
と
っ
て
大
な
る
も
の
が
あ

る
と
考
え
ま
す
。
年
々
全
一
仏
教
運
動
推
進
の

機
運
が
盛
り
上
が
り
つ
つ
あ
る
現
在
、
我
々
は

宗
派
の
ワ
ク
内
に
と
ど
ま
ら
ず
、
直
面
す
る
現

代
の
不
安
に
仏
教
は
如
何
に
対
処
す
べ
き
で
あ

る
か
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
具
体
的
実
践
活
動

に
結
び
つ
け
る
か
が
、
当
面
の
重
大
な
る
課
題

で
あ
る
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

　
も
と
よ
り
そ
の
活
動
が
即
効
的
な
効
果
を
生

む
こ
と
を
望
む
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
が
、
回
を

重
ね
て
積
み
上
げ
ら
れ
た
も
の
を
土
台
と
し
て

大
会
の
宣
言
決
議
が
永
続
性
の
あ
る
実
践
的
な

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
を
日
常
の
社
会
生
活
の
申

に
融
合
せ
し
め
て
、
こ
れ
を
具
現
実
践
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
大
会
を
開
催
し
た
価
値
は
何
も

無
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
こ
の
秋
に
あ
た
り
、
我
々
仏
教
徒
は
仏
教
精

神
に
基
く
機
能
を
各
人
持
て
る
力
を
精
い
っ
ぱ

い
に
発
揮
し
て
、
目
的
達
成
の
た
め
に
ま
い
進

ず
べ
き
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
各
宗
派
、
都
府
県
各
仏
教
会
、
仏

教
学
係
各
団
体
の
方
々
を
始
め
と
し
て
、
多
く

の
仏
教
徒
の
方
達
の
参
加
を
得
て
、
僧
俗
一
体

と
な
っ
た
仏
教
の
力
を
内
外
に
示
す
有
意
義
な

大
会
に
終
始
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
大
会
は
仏
教
の
今
後
の
基
本
的
方
針
に
関

す
る
も
の
が
多
く
提
案
さ
れ
、
地
元
二
仏
の
御

努
力
に
よ
っ
て
招
請
さ
れ
た
林
霊
法
法
主
及
び

瀬
戸
内
三
郎
尼
の
お
二
人
の
記
念
講
演
は
そ
れ

等
を
大
き
く
支
え
て
頂
い
た
も
の
が
あ
り
、
こ

れ
等
を
含
め
て
現
代
仏
教
の
あ
る
べ
き
姿
を
正

し
く
決
議
、
宣
言
さ
れ
た
こ
と
は
、
誠
に
意
義

あ
る
こ
と
と
申
せ
ま
し
ょ
う
。
終
り
に
大
会
の

準
備
、
実
行
に
御
尽
力
を
頂
い
た
各
説
、
特
に

地
元
兵
庫
県
仏
教
会
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し

ま
す
と
共
に
、
今
後
の
全
一
仏
運
動
に
共
々
精

進
し
て
行
く
こ
と
を
望
ん
で
止
ま
な
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

世
界
仏
教
徒
会
議
日
本

開
催
に
小
委
員
会
設
く

全
備
国
際
専
門
委
員
会

　
先
に
神
戸
市
で
の
全
日
本
仏
教
徒
会
議
で
決

議
さ
れ
た
、
第
十
二
回
世
界
仏
教
徒
会
議
を
日

本
で
開
く
件
に
つ
い
て
、
十
月
二
十
一
日
、
全

仏
会
議
室
で
開
か
れ
た
全
署
国
際
専
門
委
員
会

に
諮
問
さ
れ
た
。
委
員
会
は
積
極
的
に
開
催
の

方
向
に
も
っ
て
い
く
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見

小
委
員
会
を
設
け
て
開
催
案
を
作
り
、
十
一
月

「
全
国
寺
院
名
鑑
」

H
頒
布
　
中
1
1

　
定
価
　
四
万
四
千
円
の
と
こ
ろ
本
年
中

に
限
り
二
割
引
き
に
て
お
わ
け
致
し
ま

す
。
　
（
三
万
五
千
二
百
円
で
す
。
）

　
但
し
、
送
料
は
実
費
を
頂
戴
致
し
ま
、

　
す
。

　
な
お
、
都
内
は
郵
送
不
可
能
で
す
の
で

　
全
島
ま
で
お
い
で
下
さ
い
。

　
お
申
し
込
み
は
左
記
へ
ど
う
ぞ
ト
・

財
団
法
人
　
全
日
本
仏
教
会
　
総
務
局

　
東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
ノ
五
ノ
五

　
電
話
〇
三
（
八
四
三
）
六
三
四
一

五
日
に
事
務
総
局
に
答
申
、
事
務
総
局
は
そ
の

案
を
常
務
理
事
会
、
理
事
会
に
提
出
す
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
小
委
員
会
の
委
員
は
岡
野
貴
美
子
、
麻
布
照

海
、
村
野
宣
忠
、
織
内
七
郎
、
西
村
輝
成
、
松

涛
弘
道
の
各
氏
で
あ
る
。

一

長
岡
市
仏
教
徒
大
会

三
千
人
が
参
加
し
て

　
兵
庫
大
会
に
も
多
数
の
檀
信
徒
が
参
加
す
る

な
ど
活
発
な
活
動
を
し
て
い
る
長
岡
市
仏
教
会

長
岡
市
檀
信
徒
会
で
は
、
花
祭
執
行
五
十
周
年

と
檀
信
徒
会
結
成
五
周
年
を
記
念
し
、
十
月
十

五
日
“
み
ほ
と
け
の
も
と
、
み
ん
な
で
手
を
つ

な
O
う
”
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
、
第
一
回
長

岡
市
仏
教
徒
大
会
を
開
催
し
た
。
会
場
の
長
岡

6「
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、
藁
京
龍
侭
執
連
創
蕪

■
東
京
都
仏
教
連
合
会
は
昭
和
三
十
七
年
六

月
十
八
日
上
野
精
養
軒
で
創
立
三
十
五
周
年

式
典
を
催
し
た
か
ら
、
そ
の
成
立
は
昭
和
一
．
一

年
東
京
仏
教
護
国
団
の
名
称
で
発
足
し
た
こ

と
に
な
る
。
団
長
は
大
森
亮
順
師
で
、
事
務

所
は
浅
草
寺
に
あ
っ
た
。

　
昭
和
十
六
年
戦
時
報
国
体
制
が
布
か
れ
、

　
　
　
　
　
　
僧
侶
の
勤
労
動
員
徴
用
事

　
　
　
　
　
　
務
を
引
き
受
け
た
。
大
村

介
桂
町
団
長
の
と
華
務
所

集
団
移
転
す
る
こ
と
の
阻
止
の
た
め
都
内
寺

院
墓
地
整
理
委
員
会
を
二
十
三
年
ま
で
で
成

功
し
、
戦
災
寺
院
復
興
の
た
め
の
指
定
生
産

資
材
配
給
に
特
別
配
給
運
動
を
し
た
。
い
ず

れ
も
都
内
寺
院
の
た
め
有
利
な
解
決
を
み
た

が
、
長
岡
理
事
長
・
栗
本
事
務
局
長
の
手
腕

が
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
　
〈
寺
院
共
済
会
を
創
設
V

　
昭
和
二
十
六
年
宗
教
法
人
法
が
施
行
さ
れ

層
て
、
宗
教
法
人
事
務
指
導
、
宗
教
法
人
備
付

帳
簿
の
作
成
、
寺
院
住
職
給
与
所
得
に
関
す

る
国
税
局
と
の
折
衝
を
は
じ
め
、
宗
教
法
人

の
儀
式
用
物
品
に
対
す
る
課
税
問
題
、
寺
院

税
制
問
題
に
取
り
組
む

は
芝
の
増
上
寺
に
移
転
し

長
岡
慶
信
師
を
理
事
長
と

し
て
団
長
制
を
廃
止
し
、

昭
和
二
十
年
三
月
の
空
襲
災
禍
を
経
て
昭
和

・
二
十
一
年
の
春
、
大
塚
・
単
信
寺
に
事
務
所

を
移
す
と
と
も
に
、
名
称
を
東
京
仏
教
団
と

改
め
、
栗
本
俊
道
事
務
局
長
の
も
と
、
都
内

寺
院
全
般
の
戦
後
処
理
事
務
に
当
る
こ
と
と

な
っ
た
。

　
　
〈
戦
災
寺
院
復
興
の
努
力
V

　
昭
和
二
十
二
年
か
ら
都
有
墓
地
無
償
譲
与

の
運
動
を
二
十
四
年
還
付
手
続
完
了
ま
で
、

都
建
設
局
の
都
内
戦
災
寺
院
墓
地
を
郊
外
に

創
立
五
十
周
年
も
間
近
か

庫
裡
固
定
資
産
税
非
課
税
問
題
に
取
り
組
み

O
承
知
の
と
お
り
本
団
の
生
長
は
完
備
さ
れ

た
。
東
京
花
ま
つ
り
会
を
復
活
し
て
、
都
民

大
衆
の
街
頭
運
動
と
し
て
釈
尊
出
世
の
精
神

を
、
戦
後
虚
脱
状
態
の
荒
廃
し
た
都
民
の
精

神
復
興
文
化
運
動
と
し
て
展
開
し
た
。
ま
た

寺
院
相
互
共
済
の
た
め
、
全
国
全
宗
派
に
魁

け
て
昭
和
二
十
九
年
東
京
都
寺
院
共
済
会
を

創
設
し
、
都
内
寺
院
災
害
援
助
の
制
度
を
つ

く
っ
て
今
日
に
い
た
っ
て
い
る
。

　
　
〈
宗
教
法
人
法
に
対
処
V

　
昭
和
三
十
八
年
九
月
来
馬
道
断
理
事
長
、

神
野
真
一
事
務
局
長
の
代
に
事
務
所
を
巣
鴨

の
高
岸
寺
に
移
し
『
東
京
都
仏
教
連
合
会
』

と
改
称
し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
理
事
長
制

を
廃
止
し
、
初
代
会
長
に
来
馬
師
が
就
任
、

昭
和
四
十
五
年
の
春
に
来
馬
会
長
が
死
去
さ

れ
、
栗
本
俊
道
常
務
理
事
が
会
長
代
行
と
な

り
、
事
務
局
を
北
区
昌
林
寺
に
移
し
郡
司
博

道
事
務
局
長
と
な
っ
て
、
総
会
理
事
会
に
お

い
て
栗
本
現
会
長
を
選
任
し
た
。

　
郡
司
事
務
局
長
は
宗
教
法
人
事
務
指
導
、

と
く
に
税
制
問
題
に
取
り
組
み
、
法
人
事
業

税
、
収
益
事
業
不
動
産
貸
付
事
業
な
ど
の
課

税
に
つ
い
て
寺
院
の
立
場
を
有
利
に
解
決
す

る
こ
と
に
努
力
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
す

べ
て
一
束
仏
だ
け
の
こ
と
で
な
く
、
全
国
寺

院
の
問
題
と
し
て
、
全
日
本
仏
教
会
、
日
本

宗
教
連
盟
に
働
き
か
け
る
推
進
力
と
な
っ
て

い
る
。

　
全
一
仏
教
の
展
開
は
、
全
国
都
道
府
県
仏

教
会
の
横
の
組
織
を
強
化
す
る
こ
と
が
根
本

で
あ
り
、
各
宗
派
の
縦
糸
と
共
に
連
絡
協
調

が
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
本
年
の
兵
庫
大

会
に
お
い
て
も
、
県
仏
代
表
者
会
議
で
強
調

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
東
仏
と
し
て
も

従
来
の
実
績
に
か
ん
が
み
、
現
状
を
ふ
ま
え

て
、
全
一
仏
教
運
動
の
将
来
展
開
の
た
め
に

最
善
の
努
力
を
つ
づ
け
る
こ
と
を
決
意
す
る

次
第
で
あ
る
。

　
会
　
　
長
　
　
栗
本
俊
道

　
事
務
局
長
　
郡
司
博
道

　
事
務
局
／
東
京
都
北
区
西
ケ
原
3
の
1
2
の

　
　
　
　
　
6
・
昌
林
寺
内

市
厚
生
会
館
大
ホ
ー
ル
は
三
千
人
の
参
加
者
で

あ
ふ
れ
、
記
念
大
法
要
、
講
演
、
清
興
が
お
こ

な
わ
れ
た
。
全
仏
よ
り
組
織
局
の
加
藤
局
長
、

杜
多
主
事
が
出
席
し
お
祝
詞
を
の
べ
た
。

永
平
寺
で
慶
弔
会

　
曹
洞
宗
大
本
山
永
平
寺
で
は
、
十
月
九
日
午

後
一
時
よ
り
、
去
る
二
月
二
十
八
日
御
遷
化
さ

れ
た
第
七
十
四
世
貫
首
佐
藤
泰
舜
禅
師
の
本
葬

儀
が
営
な
ま
れ
た
。
師
は
戦
後
曹
洞
宗
復
興
の

原
動
力
と
し
て
活
躍
さ
れ
、
全
日
本
仏
教
会
の

会
長
と
し
て
も
力
を
尽
さ
れ
た
だ
け
に
、
多
数

参
列
者
が
遷
化
を
悼
ん
だ
。

　
十
月
十
日
は
午
前
十
時
よ
り
、
第
七
十
五
世

貫
首
山
田
霊
林
禅
師
の
晋
山
式
が
執
行
さ
れ
、

宗
内
外
よ
り
多
数
の
祝
詞
が
よ
せ
ら
れ
た
。
師

は
駒
沢
大
学
学
長
時
代
に
全
日
本
仏
教
会
の
副

会
長
を
お
っ
と
め
に
な
ら
れ
た
。

法
華
宗
（
陣
門
）
で
晋
山
・
本
葬

　
十
月
七
日
午
前
十
時
よ
り
、
法
華
宗
（
陣
門

流
）
管
長
・
総
本
山
本
成
寺
第
八
十
世
貫
首
猪

熊
日
曜
藤
下
の
法
灯
相
続
・
昇
山
の
式
典
が
奉

修
さ
れ
た
。
つ
づ
い
て
午
後
二
時
よ
り
、
前
管

長
・
第
七
十
九
世
中
沢
日
量
貌
下
の
本
葬
儀
が

執
行
さ
れ
た
。

　
法
華
宗
（
真
書
）
で
法
灯
継
承
式

　
法
華
宗
（
真
門
流
）
総
本
山
本
隆
寺
で
は
、

九
月
十
五
日
、
木
下
日
野
前
貫
首
の
任
期
満
了

に
と
も
な
う
法
灯
継
承
式
が
行
な
わ
れ
た
。
第

九
十
四
世
貫
首
に
は
、
本
隆
寺
塔
頭
宣
妙
院
住

職
の
笹
木
日
靖
貌
下
が
就
任
し
、
真
門
流
管
長

の
職
も
兼
任
す
る
。

一7



端
既
轟
玉
講

昭和50年11月1日

昭
和
5
1
年
版

　　

u
全
仏
手
帳
」

　
　
　
　
　
．
申
込
み
受
付
け
中

　
全
手
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
致
し
ま
す
。
部
数

に
限
り
が
6
ぎ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は

お
早
め
に
。

内
’
容
　
三
帰
白
文
、
四
弘
誓
願
、
宗
門

　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録
、

　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
定
価

申
込
先

9
×
1
4
碗
（
昨
年
よ
り
や
や
大
）

四
〇
〇
円
（
送
料
実
費
）

東
京
都
台
東
区
西
浅
草
一
一
五

i
五
（
〒
一
一
一
）
　
全
仏
総

務
局
宛

全　　　仏
第3種郵便物認可

事
務
総
局
録
事
（
1
0
月
）

　
一
日

　
二
日

　
六
日

　
九
日

　
十
日

十
四
日

十
五
日

二
十
日

十
一
日

十
二
日

十
八
日

第
2
3
回
全
仏
兵
庫
大
会

　
　
〃

局
内
会
議

永
平
寺
本
葬
儀
参
列

永
平
寺
晋
山
式
出
席

日
宗
連
理
事
会

長
岡
市
仏
教
徒
大
会
出
席

信
貴
山
加
盟
要
請
訪
問

兵
庫
県
仏
訪
問

国
際
専
門
委
員
会

印
度
保
育
施
設
々
立
委
員
会
出
席

長
野
県
仏
教
徒
会
議
大
会
出
席

W
F
B
大
会
小
委
員
会

▼
凸
・
二
二
1
＝
＝
■
7
？
凸
■
需
＝
〒

光
行
人
　
桜
　
井

柵
集
人
　
清
　
胤
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験
発
行
所
財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会
　
羅
嚢
西
謹
書
養
緊
婁

WFB（世界仏教徒連盟）は1950年にスリランカ国で創立し、ここに25周年を迎えました。この

間に日本をはじめタイ、ビルマなどアジアの諸国で大会が開催され、各国仏教徒相互の交流に多大

の貢献をおさめました。今回第11回大会がタイ・バンコク市で開かれるにあたり、多数の日本仏教

徒が出席しよりよき成果を挙げられますよう、下記のスリランカ訪問団とボロブドール訪問団とい

う二大ツアーを企画いたしましたので、何卒む参加下さいますようO案内いたします。

一財団法人　全日本仏教会一

スリランカ訪問団
実施時期　昭和51年2月19日～27日

　　　　　　　　　　（8泊9日）
参加費用　330，㎜円（予定）

申込締切　昭和50年12月31日

　　　　　　　　　（申込金3万円）

　　　一旅行日程一
（2月19日）東京一バンコター（20日）
WF：B大会開会式出席一（21日）バンコク市
内見学一（22日）自由行動一（23日目コロ
ンボーネゴンボーアヌラダプラーポロナ
ルワ視察一（24日）ポロナルワーシギリヤ
ーキヤンデイ視察一（25日）キャンディ
ー一A物園一コロンボー（26日）午前自由
行動一シンガポールー（27日）シンガポー

ルー東京

（大阪からも搭乗出来ます）

●取扱旅行会社　イースタン・ツーリスト

ボロブドール・バリ

　　　　　　　　訪問団

実施時期　昭和5エ年2月19日～27日

　　　　　　　　　　（8泊9日）
参加費用　350，000円（予定）

申込締切　昭和50年12月31日

　　　　　　　　　（申込金3万円）

一旅行日程一
（2月19日）東京一バンコター（20日）
WFB大会開会式出席一（21日）市内視察
一（22日）ジヤカルター（23日）ジヨクジ
ヤカルターボロブドール視察一（24日）デ
ンバーサルーバリ島観光一（25日）バリ島
観光一（26日）ジャカルタ経由香港一（27
日）香港一東京

●取扱旅行会社　千代田トラベル

垂
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　　　　　　　　　　　　　　　　－8一

詳細につきましては全日本仏教会国際部にお問い合せ下さい。

台東区西浅草1の5の5（東京本願寺内）／全日本仏教会国際部

　　　　　　電話03（843）6341》・3
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